



































　　第 5 章　LCC の参入と成長
　　第 6 章　新規参入者の成長可能性




































































































　第 4 は図表がふんだん（93 枚の図表）に使用
され、わかり易くなっていることである。200 ペー




空機関）、ボーイング社 HP、Association of European 
Airlines、Air Transport Association、GAO、Eurocontrol、
Airports Council International、CAA、Ofﬁce for National 
Statistics、ELFAA などの国際機関から、国内では、
日本航空機開発協会、関西空港調査会、航空振興
財団、航空輸送統計年報、日刊航空、国土交通省
航空局資料などの政府関係機関から、すなわち、
第一次資料に基づいて作成されている。高い信頼
性のあるデータに基づいて、議論を展開している
ということができる。概説書の場合、得てして既
存の研究書に掲載されているデータに基づく場合
－ 87 －
野村宗訓・切通堅太郎著『航空グローバル化と空港ビジネス　LCC 時代の政策と戦略』
が多いのに比較すると、本書は、この点でも、学
問的水準を維持しているのである。
　本書への若干の問題点
　こうした特徴を本書は持つものであり、その意
義は高く評価できる。とはいえ、次の問題点を本
書はもっていることを指摘したい。
　第１は、航空の自由化に関して、とくに LCC
の参入増加を中心に全体的には、肯定的に評価さ
れているということである。確かに、そうした側
面は否定し得ないが、サービスの低下など、LCC
以外の通常の航空に関しては、寡占化が進行して
いるということについても正しく指摘されるべき
であると思われる。
　第 2 は、空港に関して、その運営の方法に関す
る議論と提案は、既に触れたように興味深いもの
があるが、新たな整備・運営方法としてPFI（Private 
Finance Initiative: 民間資金活用プロジェクト）が、
我が国でも採用されている。羽田国際線ターミナ
ルがその代表例である。この PFI については言及
されているものの、極めて表面的な記述に終わっ
ていることが残念である。
　第 3 は、航空管制問題である。キャリア（航空
会社）とインフラ（空港）だけでは、航空機が離
発着できない。航空機の離発着をコントロールす
る航空管制が必要となる。航空管制の問題を述べ
ることは、現実の空の交通が、民間航空と軍事航
空のルート設定のせめぎ合いとなっていること、
離発着回数の増加がニアミスなど空の安全性の問
題を引き起こすことなどにもつながってくる。本
書が、キャリアとインフラの双方を包括的にとら
えようとしているだけに、この問題に一つの章を
割いていただきたかった。
　もちろん、これらの問題は、上で述べた本書の
特徴を評価した上での、さらに望むことであり、
本書が概説書でありつつも、学問的水準を維持し、
最新の論点を提示しているという意義をいささか
も損なうものではない。
